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足している。つまり，日本の「回教政策」が活
発化していく時期にあたり，国外での対ムスリ
ム工作だけでなく，国内においてもイスラムに
関する啓発がさまざまに図られるようになって
いくのがこのころなのである。とくに「土耳其
人サギタ孃に失戀した頃」や「贋回敎徒」が雑
誌に掲載されたのは，まさに東京モスクが開堂
し，国内外からの賓客を招いて大がかりな落成
式典（５月12日）が行われた時期にあたる。
宮内寒彌の四作品は，しかし，そのような発
表時期を考えると興味深いことだが，国策的雰
囲気からはほど遠い，きわめて個人的で奇妙な
性的幻想に満ちたムスリム女性の表象を行っ
た，驚くべき異色の作品群なのである。四つの
作品は若い美貌の「トルコ人」女性に対する憧
れと失恋という同じ主題に対する四つの変奏と
も言え，それぞれが他の作品に対する注釈・補
完になっているところがある。
（１）「土耳其人サギタ孃に失戀した頃」
まずは最初に発表された「土耳其人サギタ孃
に失戀した頃」を見てみよう。掲載雑誌でわず
か４頁弱の掌篇である。ある夜，若い男（作者
の分身）が集合住宅の自室に戻り，物思いにふ
ける。
孤獨を守つて傷いた魂を醫さなければなら
ない。これは，囘敎徒の女との交渉の破れ
に依つて受けた打撃を囘復するために是非
とも必要なことであつた。破壞した生活は
不撓の意志に依つて再建し，索漠たる魂の
痛みは唯忍苦に依つて醫す外なかつた。す
ると，かつて跪拜せんとした主マホメツト
の命なる忍苦の精神が何時の間にか己を支
配してゐるのに氣附いた。古い記憶の中か
ら，主を讃えて，不毛の沙漠に生きんとす
る囘敎徒の不撓の意志の歌が響くのだ。
「神は偉大ナリ，神ノ他ニ神なし‥‥」忍
苦に依つて魂を醫さんとする祈り。だの
に，その聲の中からは，滅却すべき當の女
囘敎徒の東洋的な肌が見えて來るのであつ
た。此部屋に漂ふ春闇の中には，禮拜に赴
かんと沐浴する鳶色の肌があつた。肉慾の
眼に見た女を追つて，宗門に入らんとすれ
ば，主は偶像崇拜禁制の札をかゝげ迫り，
孤獨の中に女の肌を忘却せんとすれば，囘
敎の忍苦の歌が響いて，この樣に再び女の
偶像に祈拜する己を發見しなければならな
いのである。俺は狂気だ。彼はさう嘯く。
そして，ひたすらに忘却の時の流れてくれ
ることを願つた。祈つた（２－３頁）。
これ以上の説明がないため，読者には詳しい事
情がほとんどわからない。ただ作品名とあわせ
て考えると，男が「サギタ」と呼ばれる「土耳
其人」のムスリム女性に恋をして破れたという
ことと，彼女のことが忘れられずに苦しんでい
ることがわかる程度である。二人の関係がどの
ようなものであったかについては何の手がかり
もない。
興味深いのは，題名に「土耳其人」とあるに
もかかわらず，むしろ「囘敎徒」として対象を
語っているところである（41）。しかるに，そのイ
スラム像は，「かつて跪拜せんとした主マホメ
ツト」という表現が用いられるなど，あまり適
切なものとは言えない。また，日本に暮らす
「土耳其人」女性であるにもかかわらず，「不毛
の沙漠に生きんとする囘敎徒」というような画
一化されたイメージを用いており，表現がステ
レオタイプから抜け出せていない感がある。何
より，引用部分にはっきり表れているように，
関心の中心はあくまで，肉欲の対象，憧れ崇拝
する「土耳其人サギタ孃」である。彼女はまさ
に「偶像」であって，その精神面への言及すら
ない。宗教的な関心からイスラムに接近したわ
けではなく，たまたま惹きつけられた女性がム
スリムだったために，無理やりイスラム的要素
を導入し，しかもそこに自らの勝手な幻想を投
影しているだけのように映る。
この後は，隣室を覗き見する話──アンリ・
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バルビュスの『地獄』（1908）を示唆する一節
がある──であり，結局，トルコ人女性は登場
しない。ただ，隣人の生活を覗き見する合間に
「烈日の日の會堂に強靱な肌を汗に濡らした土
耳其の女とアラビア語の意志的祈りをした日を
囘想した」（３頁）り，これも隣人である貧し
い絵描きの妻が寝台に腰かけて歌う様子を窃視
しながら「これが若し土耳其の女であつたなら
ば，惡どい光景を現出するに違ひないと無意識
に思つ」（４頁）たりする。これらの部分では
「囘敎徒」という表現が消え，かわりに「土耳
其の女」が用いられており，やはり肉感的なイ
メージが繰り返されている。そうして「彼には
次第に白人の薔薇色の體を諦める氣構えが出來
て行つた」（５頁）という一文で唐突に物語が
終わる。要するに，トルコ人女性に失恋して苦
しみ，やがてあきらめがつくまでを描いた私小
説風の作品と言えるのだろう。
特徴的なのは，作品全体に，精神的な思慕よ
り肉体への過度とも言える関心が表出している
点である。これは他の作品とも共通する要素で
あり，使われている表現も互いに似通ってい
る。「女囘敎徒の東洋的な肌」「禮拜に赴かんと
沐浴する鳶色の肌」「強靱な肌を汗に濡らした
土耳其の女」「白人の薔薇色の體」などはすべ
てそうしたものである。
注目すべきは，「囘敎徒」「土耳其」そして最
後は「白人」というように，女性の属性が変
わっていく点だろう。「東洋的な肌」「鳶色の肌」
と「白人の薔薇色の體」という表現に矛盾はな
いのか。それらすべての属性を有するエキゾ
チックな「土耳其人」女性に惹かれたというこ
となのか。この疑問に対する答えは次に発表さ
れた「贋回敎徒」のなかに見出される。今のと
ころは，同じ女性が「白人」たるときは「薔薇
色の體」であるのに対して，「囘敎徒」である
ときは「東洋的」であり「鳶色の肌」になると
いう，ある種のイメージの鞏固な連関を確認し
ておくだけにしたい。
（２）「贋回敎徒」
「贋回敎徒」は雑誌の紙面で42頁にわたる中
篇（目次には「百枚」とある）で，四作品のな
かでは最も長い。それだけに，前作のような断
片性はなく，寒彌の放埓なファンタジーがまと
まった形で現れた作品となっている。
冒頭に「回敎區」と題された部分がある。「一
九二七年一月，ソヴェート聯邦トルキスタン在
住の回敎徒百名餘りが日本へ亡命した」（69頁）
という一文で始まっている。タタール人が来日
し始めるのはもっと早いので，やや不可解だ
が，作者なりに在京タタール人（寒彌は「トル
コ人」と書く）の歴史を読者に説明している。
４頁にわたるこの説明を読むと，細かな誤謬は
あるにしても，作者が東京の「トルコ人」コ
ミュニティについてある程度詳しい情報をもっ
ていたことがわかる。物語の時代設定は東京モ
スク建立前後である。
また，この前書きには，当初日本人がロシア
人と「トルコ人」を区別できず，金融恐慌時，
「トルコ人」に向かって「蓄生！　流浪露助奴，
縁起でもない」などと悪態をつく者もいたこと
が書かれている。本人たちは「トルコ人」であ
り「アジア人」であると言い，やがて日本人も
彼らがムスリムであることを認識するようにな
るが，「若人」は彼らの娘たちの「白人種らし
い」「大きく美しい體軀に心奪はれ」ると同時
に，「毛髪と皮膚に多分に窺はれる東洋的要素」
に惹きつけられる（70－72頁）。前作同様のテー
マがすでに冒頭から出てきている。
この奇妙な物語の主人公は有島という若い男
である。前作の主人公の分身と言える。語り手
はまず，有島とその姉の風変わりな同居生活を
紹介する。姉の病気の療養のために，二人は小
田急沿線に三年ほど一緒に住む。二人のあいだ
には近親相姦的な危うい雰囲気もあるが，やが
て姉は回復し，学校の先生として高知へ旅立
ち，物語から姿を消す。姉との同居期間中に，
家の窓外に現れて羊を放牧したりしていたのが
「トルコ人」の女たちだった。もっとも，有島
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は当時，彼女らがトルコ人とは知らず，「露西
亜？」人だと思いながら，「白人の女の壓倒的
體力」や「この女達の體の美しさ」を目にし，
「彼女等の生きた體をそのまゝ，偶像に祭り上
げて禮拜讃美」していた（76頁）。
その後，一人暮らしを始めた有島は，婦人雑
誌「女子大學」の記者になって活躍する。彼は
大柄で体格がよく「彼の前では，名家の幼い令
孃や頑迷な老女族が性欲の奴隷に變り果てる」
（85頁）ほどの色男だった。ある問題が起きて
雑誌社を辞めた後も，彼は洋装の専門家とし
て，女性の肉体美や，その表現たる衣装の研究
に没頭する。やがて，彼は通子という女と結婚
する。器量は十人並みだが，体格は素晴らしく，
その点において有島の要求を満たす女性だっ
た。
ある日，有島は「トルコ人ハルナ・ザイノウ
ラ孃」に出会う。通子が以前修業していた新宿
の 君
コンスタンチノープル
府 洋装店で同僚だった女性である。
この店は「亡命回敎徒」の経営する店で，樺太
から出てきたハルナもそこで働いていた。
ハルナの美しさのとりことなった有島は，通
子の写真帳のなかに少女時代のハルナの写真を
見つけ，それを自室にこっそり飾る。「何か楚々
たる露西亞少女然たる姿をしてゐる」が，「よ
く見れば，後年のトルコ人ハルナ・ザイノウラ，
紛ふ方なく，その端麗巧緻なる肌身の中に，昨
夕烈日の沙漠を旅立つたかと思はれる蕃力を秘
めて，有島の前に君臨した回敎徒の女」だった
（94頁）。
また，あるとき彼はハルナを一目見ようと
「回敎區」まで約束もなしに出かけてゆく。そ
こで彼女に会えぬまま，モスクを見出すのだ
が，アザーンを聞きながら「ふとハルナ孃がも
しこの會衆に混つて，あの美しい薄鳶色の體を
一枚の粗布に包んで跪いてゐるのではなからう
かと思ふと，祈りの聲は恍惚たる神秘な歡びに
滿ちて迫つた。由來，回敎の祈りは，アラフ
（神）に通じて，忍苦不撓の意志を得んとする
意志の歌であり，神
アラフ
の命に依る一夫多妻，即ち
苦熱不毛の沙漠に民族の繁栄を求めて，祈に於
ける透徹な精神を閨房に資せんとす〔る〕肉欲
の歌なのだ」（80頁，〔　〕内は引用者による補
記）と荒唐無稽な感懐を抱くのである。
ハルナは裁縫師として働きながら６人の家族
を支えている。しかし，あまり宗教的でない彼
女は，礼拝を守らないことから店主夫婦との関
係が悪くなり，ついには店を辞めさせられる。
ハルナが礼拝しなくなったのは，その動作を日
本人店員たちにからかわれたことがきっかけ
だったのだが，礼拝やそのための浄めの動作に
対してさえもエロチックな視線が注がれる──
「主マホメツトが，ハルナをして君府の薄汚い
便所の中に裸となし給ひ，妖しげな姿態の中に
跪かせ給ふイスラムの神の下に有島が跪拜すべ
き宿命を問ふならば，有島は憶すことなく答へ
るものを持つてゐるのだ」（93頁）。前の引用部
分でもアザーンと祈祷が混同されるなどイスラ
ム理解のあやふやさが表れているのだが，この
部分でも礼拝のための浄めが裸での水浴びと誤
解された上で，こうした妄想じみたエロチック
なイメージを与えられているのである。
ハルナが仕事を失うと，有島は顧客を世話し
てやるなど親切にするが，彼女を手に入れるこ
とはできない。彼女にはフランス人の恋人がい
るらしく，有島は利用されこそすれ，恋人とし
て相手にされるようではない。それでも，有島
はハルナに執着する。ハルナへの賛美は，基本
的には「白人女性」の肉体賛美と言ってよい
（「彼に取つては，肉體に關する限り，白人は絶
對のものであつたのだ」79頁）。だが，それだ
けでなく，「アジア人」的な面をも備えたハル
ナであるからこそ，狂おしいまでに惹かれるの
である。
それにしても，トルコの女は何故このやう
に美しいのだ。衣裳師有島にとつて，彼女
の體は，凡ゆる美の要素の巢窟に思はれる
……〔中略〕……ハルナは一見白人であつ
た。然し，彼等がアジア人ですと叫ぶやう
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に，白人にしては明るさとバタ嗅さに缺け
てゐた。白人から見れば，彼女はむしろ多
分にオリエンタリズムの體臭を發するもの
であると思はれる。黑褐の毛髪，おとなし
く黑に沈んだやうな眼，白い肌と云ひなが
ら，それは鳶色がかつてゐた。この肌は
時々に依つて，褐色にくすむことがあるか
と思ふと，又恐ろしい程の白を滲み出した
りした。然し，外人めいた日本人と云ふや
うな親しみを見せてゐるかと思ふと，がら
りと，ど強い白人の女に變身したりするの
だ。無論，ハルナの血統は判る筈もない。
だが，無理にも考へて見ようとするのであ
つた。そしてモンペに長槍を持つたあのオ
スマン・トルコ帝國や，唐宋の頃の匈奴，
チムール，ヂンギスカン，などの歐洲侵略
史は，アジア人が復讐の如くヨーロッパの
美しい血を奪つた歴史だと云ふ風に見た。
これがハルナに窺はれる〔の〕だ。彼女に
は何か奪ひとつた白人の美しさが滲み出て
ゐて，陰影のやうにくつきりと浮んだり，
又消え去つたりする──この特異な美しさ
が有島を索きつける大きな原因のやうであ
つた」（99－100頁，〔　〕内は引用者によ
る補記）。
　
「土耳其人サギタ孃に失戀した頃」にも使われ
ていたイメージが，ここでは詳細に展開され，
説明されている。あるときは「外人めいた日本
人と云ふやうな親しみ」を見せるが，別なとき
には「ど強い白人の女に變身」するハルナに，
有島は，アジアがヨーロッパから「奪ひとつた
白人の美しさ」を感じている。別な言い方をす
れば，ハルナの美しさへの讃美は，日本人から
トルコ人へという直接的なものではなく，すで
に近代日本人のうちに内在化されていた西洋の
美的基準や「オリエンタリズムの體臭」などを
介して行われているのである。
有島はやがて──ハルナに近づくための手段
でしかないのだが──「回敎」を熱心に勉強す
るようになる。しかし，独学による彼のイスラ
ム理解は，たとえば「回敎の持つ現實的な忍苦
主義，及びこの故に，神の讃美の祈禱を單なる
來世的な安心立命のためとせず，積極的に精神
力の充實のためとして──不撓の意志の源とす
ること。又更にこの精神力を民族繁榮のための
性生活に用ゐんとする，健康的な肉體主義と云
ふものは此上なく私を打つ」（102頁）というよ
うに，あくまで性欲を絡めた独り合点と言うべ
きものにすぎない。それでも彼は，心中ひそか
に「回敎徒」となっただけでなく，「僧正」に
宛てて手紙を書き，集団礼拝への参加を希望す
る。
しかし，僧正から返事はなく，ハルナを手に
入れることもできぬまま時は過ぎ，やがて彼は
ハルナが神戸に移ったことを通子から聞く。
「悪るい噂のため，回敎區のお坊さんに叱られ
て破門されたのださうです……〔中略〕……お
母さんや，妹や弟達も，後から神戸へ行くのだ
さうです。でないと喰べられないのです」（109
頁）。とうとう，ハルナは手の届かない所へ行っ
てしまった。そんなある日，（ここは伏字になっ
ているが）有島はハルナを夢に見て夢精したら
しい。
今ぞ，僞りの敎徒であつたことを告白致さ
ねばなりません。何故ならば，絶えなる夢
に依つてこれまで回敎第一の禁制たる偶像
崇拜の徒であつたことを知つたからであり
ます……〔中略〕……私が一途なる讃美を
捧げて參りましたのは，神に非らず破門の
女ハルナの美しさに他ならなかつたのです
……〔中略〕……かくて，私は不遜なる經
文を唱へた敎徒でありましたことをお許し
ください。さようなら，神
アラフ
よ，マホメツト
よ（110頁）。
そして有島は開き直って，自分にこう言い聞か
せる。「贋回敎徒で結構である。神の姿は變つ
たのだ。然し，讃美の念とそこからの不撓の意
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思の沸き出ることには少しも變りない」（110
頁）。
（３）「未來」
短篇「未來」は「贋回敎徒」から四カ月後に
『中央公論』誌上に発表された。鈴木貞美はこ
の作品を「贋回敎徒」の「姉妹篇ともいうべき」
ものだとしている（42）。たしかにそういう面があ
る。「トルコ人」女性の名はそのまま引き継が
れている。彼女が樺太出身という点も同じであ
る。
ただし，違う点ももちろんある。ハルナ・ザ
イノウラは，はじめ「財浦はるな」という日本
化された名前で呼ばれる（創作17）。その性格
も著しく異なっている。前作では自由奔放で，
やや異性関係にだらしないように描かれていた
ハルナは，本作ではかなり清楚で貞淑な感じに
変わっている。そして何より，「私」（曾我敬三）
と「はるな」が相思相愛で，未来を約束し合っ
た仲のように描かれている。肉欲を示唆する部
分がまったくないわけではないものの，前二作
とは異なり，そうした調子は極力抑えられてい
て，結果として清澄な雰囲気が醸し出されてい
る。
独特なイスラム理解にも変化が見られる。確
かにイスラムへの関心は本作でも「はるな」に
よって芽生えたものである。しかし，冒涜的と
も言える身勝手なイスラム理解はかなり影をひ
そめている。現実主義的なところと教義の簡素
さが強調されるのは同じだが，それをあからさ
まに肉欲と絡めて語るような調子はない。
正直に云つて，はるななくしては囘敎に觸
れる機會なかつたと思はれる私である。し
かし，今の私は，凡ゆる宗敎の中で，囘敎
が最も現實的精神に溢れ，又最も素朴な形
式を持つことを發見して人知れず欣ぶもの
である。再びいうが，囘敎の敎義は「ひた
すらに祈り，よく忍ぶべし」に盡きる。こ
れは，大切なことに屬すると信ずるのだ
（創作20頁）。
物語は，冬の上野公園を散策する二人の様子
が三人称で語られるところから始まる。しか
し，すぐに一人称の語りに切り替わり，「私」
が「はるな」を「そなた」と呼びつつ，二人の
思い出を語ってゆく。
「私」は作者と同じように早稲田で英文学を
勉強した若者だが，「一寸背廣勤め」した後，
「貸室管理人」として働くようになる。そこへ
やってきて部屋を借りたのが「はるな」だった。
「毛色が變つてゐると思つたが，警察へ届ける
紙で素姓はすぐと判つた。けれど，まさか囘敎
徒だとは知らなかつた。第一，さういふ宗敎の
ことなどは中等歴史の中へ忘れて來てゐた私で
ある。そんな私へ，そなたは囘敎の眞髄を識ら
せてくれたのだ」（創作26頁）。そこからどのよ
うに二人の仲が発展したのか不明だが，「そな
たと比翼連理の契交す日を待つ私である。無上
の仕合せ者だと思ふ」（創作27頁）と「私」は
述べている。
しかし，そうした状況にもかかわらず，「は
るな」は「私」を東京に残して樺太に帰ってゆ
く。「神を喜ばしめんために，郷土敎化を思ひ
立」ったのである（創作24頁）。冒頭の上野公
園の散策は，まさに「はるな」が北国へと出発
する直前，二人の最後の逢瀬を描いた場面であ
る。その後，「私」は「はるな」を上野駅まで
送っていき，そこで二人は別れる。
そなたの白いセーターが人波の中をホーム
の中へ去つてしまつてから，私もそしらぬ
顏でホームへ出た。緑地に白く☪を染めぬ
いた囘敎團の旗が立つてゐるので，そなた
のゐる場所はすぐと判つた。私が近づいた
時には，もう，囘敎學校生徒の少女たちに
取圍まれて一寸固くなつて立つてゐるそな
たである。生徒等は，「シュムビカの塔」
を歌つた……〔中略〕……この勝利の歡び
の歌が，母音に富む力強い土耳古語，少女
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の聲を限りの肉聲と相俟つて，がらんとし
たホームの中に，一種異樣に美しい旋律を
呼ぶとき，私は，かなしみを失つてしまつ
たのだ。私の胸へ來るものは，人ごみを押
しわけて襲つて來る，緑の敎徒章に輝いた
そなたの白い胸だけだつた（創作23頁）。
こうして，二人は「一指だに觸れることなく別
れて行く」（創作23頁）わけであり，あくまで
も清い関係であることが強調されている。「は
るな」が樺太へ旅立つ一方，「私」は彼女の「仕
事に必要な，經典の飜譯」を行う。コーランの
翻訳は英訳（エヴリマンズ文庫）からの重訳で
あるが，「英譯からでは，どうも，肌に觸れた
文章になりきれぬところがあつて，亞剌比亞語
か，土耳古語の勉強を始めようかと思つた」（創
作28頁）ほどであった。そうして仕事が一段落
したら，「私がそなたの國へ行くか，そなたが
再び都へ出るか」して二人で一緒に暮らそうと
考えていた（創作21頁）。
しかし，そのような「未來」はあっけなく崩
れ去ってしまう。「はるな」が樺太の故郷へ帰
る途中で事故死してしまうのである。またも恋
するムスリム女性から引き離される作者の分身
であるが，前作と違うのは，「私」のイスラム
への態度である。「贋回敎徒で結構」だと開き
なおるのではなく，彼女の死後もコーランの翻
訳を続け，悲哀や苦痛を「囘敎徒として光榮の
試煉」（創作29頁）として受け止めている。客
観的に見てどうかはともかく，少なくとも彼自
身は自らを「囘敎徒」とみなしているのである。
物語の最後には，やはり肉欲のテーマが出て
くる。ただし，今度はむしろ過去に犯した罪を
禁欲生活によって償い，自らを清めた上で，恋
い焦がれる「トルコ人」女性と思い出のなかで
再会しようとしているように見える。
かうして靑春のつゞく限り，そなたを思ひ
つゞける私だと思ふ。そして，神の酬いに
依つて，思ひを，そなたの體にはせ得る日
まで，よく祈り，よく忍ばんと思ふ。そし
て，その日，はゞかることなく逢初めの日
のそなたの名刺を裏かへさうと思ふ。財浦
はるなを土耳古人ハルナ・ザイノウラと。
すると，私の靑春の中には，そなたの稀有
な，さん然たる肉體が浮んで來ると思ふ。
私は，そんな未來を憧れるのである（創作
30，傍線原文）。
全体として，前二作よりかなり落ち着いた雰囲
気はあるものの，まだ作者は憧れの「トルコ人」
女性のことが忘れられなかったのだろう。それ
をあきらめるためにこうした物語を紡ぎ出して
いたように思われる。
（４）「ぶるう・ぶつく」
「ぶるう・ぶつく」は他の作品から二年ほど
遅れて『文藝』（改造社）昭和15（1940）年８
月号に掲載された。鈴木貞美は「寒彌版「ヰタ・
セクスアリス」といった趣の作風」と評してい
る（43）。そのとおり，自らの性的意識の覚醒や発
展の様子が年を追って描かれている。始まりは
一家が樺太へ移住した1923年，終わるのは1940
年である。この枠組みにも示されているよう
に，内容は作者自身の伝記的事実とよく一致す
る。描かれた細部も事実に近いものと推察され
る。
このなかに1937年，トルコ人「Ｚ・Ｂ孃」と
知り合ったとある。初出箇所では「Ｚ・Ｓ孃」
となっている（132頁）が，名前が「ベビノオル」
であり，その後は「Ｚ・Ｂ孃」として出てくる
ので，初出箇所が誤植であろうと思われる（44）。
この人物こそ寒彌作品に登場するトルコ人女性
のモデルであろう。
「Ｚ・Ｂ孃」を初めて見かけたのは「私」が
暮らすアパートの建物のなかであったらしい。
友人の女性を訪ねてきたのだが，「私」は彼女
を最初「英吉利人のお孃さん」（132頁）と勘違
いする。女性同士の関係やトルコ人女性の人物
造形は「贋回敎徒」のそれとほぼ同じである。
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「トルコ人で，私たちの勤めてゐるＹ洋装
店仲間のお友達ですよ。クリスチヤンぢや
ないわ，ほら，……マホメツト敎よ，時々
お尻をもち上げて變なお祈りをするわ，あ
なたと同じ，樺太育ちだから，今度來たら，
御紹介しますわ，少し浮氣者ですが，いい
娘ですよ」（133頁）。
実際に「私」が「ベビさん」と話してみると，
樺太で共通の知人を見出したりして，「なつか
しさ，に乗つて，私は間もなく彼女に心を奪は
れてしま」う（133頁）。「私」によれば，この
トルコ人女性は，
煙草をふかし，流行歌をうたひ，ビイルが
好きだと云つてそれを飮み，達者な東京瓣
で喋りまくつた。話しながら顏を見てゐる
と，トルコ人だとか，異人種だとかいふ氣
持が失せて，何時の間にか何でもない顏に
なるが，その何でもない顏が時々整然と美
しい白人の顏になつて，ちらちらつとひら
めいて來るのである……〔中略〕……イレー
ヌとかリュシェンヌとかカテリーナなどと
いふありふれた外國の女名前を思ひ浮ばせ
た（134頁）。
こうして「私」の妄想が始まる。
イレーヌ（彼女）はさう云つて歸り支度を
した，と云へば，私はもうリュシアンでも
パウロでも構はぬ譯である。所は，モンパ
ルナス（新宿）に近い，或る貧しいアパル
トマンのことである。リュシアン（私）は
同じアルゼリア（樺太）生れのイレーヌと
かうして巴里（東京）の裏町にめぐり合つ
たことから，云ひやうもない懐かしさを覺
えてゐるのである（134頁）。
このアナロジーはなかなか興味深い。洋行もで
きない貧乏な文学青年が，自分と意中の人をフ
ランス人に見立てて，生活環境をパリのそれに
置き換える空想をして自らを慰めている。しか
し，空想のなかでも，植民地樺太育ちの二人は
パリジャンになれず，アルジェリア出身者とな
る。これはイスラム教徒である「Ｚ・Ｂ孃」を
無理矢理，自分の西洋幻想のなかに位置づけよ
うとした結果かもしれない。
1938年，私は「Ｚ・Ｂ孃」が結婚するという
噂を聞く。「私は彼女をひそかに戀し，從つて，
心の中に失戀の傷を負つてゐた。傷は，案外大
きいらしかつた……〔中略〕……そして，彼女
に心を奪はれた中で，私は，やはり最後の肉體
上の交渉を心に置いてみなければならなかつ
た。それが，私の感情を嚙み殺させるのだつた。
私は，彼女とのそんな交渉に，何か，不安が感
ぜられてならないのだつた。白人の肉體から來
る漠然とした恐怖かも知れなかつた」（137頁）。
このように，あからさまな人種的コンプレッ
クスを告白する「私」が，幻想に遊ばざるをえ
ないのも無理からぬことだった──「さうし
て，私は彼女を幻想の姿にして，自分の靑春を
飾り度かつたのかも知れない。それで，私は充
分幸福だつた」（138頁）。これまで見てきた寒
彌の諸作品は，まさにこうした「幻想」のさま
ざまな形態だったということであろう。それが
「失戀の傷」を癒すための寒彌なりの方法だっ
たのかもしれない。そして「幼い頃，北國に住
んで，露人の娘たちから，知らぬ間に受けてゐ
た幻想の肉體を，私は，彼女に依つて，鮮かに
取り戻すことが出來たのである」（138頁）とあ
るように，この幻想や憧れはもともと，樺太時
代に彼が見たロシア人女性に遡るものだった
（すでに出世作「中央高地」（1935）に美少女「ジ
ナイーダ」として登場していた）。
結局，４作品に共通して見られるのは，西洋
人女性の肉体に対する崇拝（＝肉体的コンプ
レックス）とイスラムに対する空想的で官能的
な理解，エキゾチシズムの混淆であると言える
だろう。「トルコ人」女性は肉体的には西洋人，
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精神的には「回教徒」の東洋人という境界的な
存在，独特のエキゾチックな存在として欲望の
対象となっている。しかし，それは寒彌にとっ
て永遠に手に入らないものである。それゆえ
に，「贋回敎徒」では神戸へ引っ越してゆき，
「未來」では樺太に帰って事故死し，「ぶるう・
ぶつく」では他人と結婚するというように，い
つも最後は寒彌の分身から運命的に遠ざけられ
ている。
７．むすびにかえて
紙幅の都合から，本稿では東京と朝鮮を舞台
にした作品のみを取り上げた。したがって，い
くつか暫定的な指摘ができるにすぎないが，そ
れを以下に挙げておきたい。
まず，登場するムスリムはすべてタタール人
など旧ロシア領出身のトルコ（テュルク）系で
ある。当時の在日ムスリムの多数派は彼らであ
り，神戸以外ではその割合が非常に高かったか
ら，自然な結果なのだろう。行商人が多く，一
般人と接する機会が多かったことも一因のよう
である。
彼らのことを，漱石は「ダツタン」，古在由
重や青山光二は「トルコ・タタール（族）」，井
筒豊子は「タタール」と呼んでおり，残りは皆
「トルコ人」と呼んでいる。専門家のそばにい
た人々以外に「タタール」という認識はなく，
一般には広く「トルコ人」とだけ認識されてい
たことを示唆している。
回教政策がらみのものが多かったのは東京な
らではであろう。とくに知名度の高かったイブ
ラヒムやその周囲の人々は，文学的素材として
一部の人々を引きつけたことがわかる。古在や
青山は言わばイブラヒムを利用した国策の現場
にいたわけだが，ともにそれを批判，風刺する
立場から書いている。他方，井筒豊子はイブラ
ヒムやムーサーを幻想小説の素材とした点で特
異であるが，トルコ・タタール的というよりは
「アラビア」的な雰囲気の作品となっている。
明確に社会的な役割を与えて「トルコ人」を
登場させたのは小林勝である。しかし，それは
積極的なものというよりは，あらゆる利害関係
から離れた第三者の役割とも言える。小林の作
品にも見られた，外見は西洋，宗教は非西洋と
いう「トルコ人」の中間的性格は，宮内寒彌に
よってさらに大きく扱われた。寒彌の作品群は
異様にも見えるが，近代日本のインテリ青年の
セクシュアリティを描いた私小説と言えば，典
型的にその枠内に収まるものかもしれない。そ
こに見出される白人コンプレックスも，「人種」
が当時の支配的概念の一つであり，近代日本人
がそれに鞏固にとらわれてきたことを考えれ
ば，理解の範囲を超えるものではない。特異な
のは，それが「トルコ人女性」を軸に展開する
ところである。発端には人種的・性的妄想があ
り，しかし「トルコ人」であるがゆえに，そこ
からイスラムへの関心が芽生えている。ただ
し，そのイスラム理解はかなり独特なもので
あって，それが「回教政策」期の一般的日本人
の現実だったのかもしれない。
最後に一言つけ加えると，当然ながら，この
種の作品の完璧なリストを作ることはできな
い。漏れている作品は多いだろう。気づきはし
たが，取り上げられなかった作品もある。その
いくつかは，他の地域を舞台とした作品を扱う
予定の続稿で取り上げたい。
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